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１ 「平成１３年度 建設技術報告会」実施計画．

１）開催目的
北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るため、官公庁及び民間の建設会社において、新

たに研究開発された新技術、新工法等を報告することにより、研究開発技術の普及を図る事を目
的に開催する。

２）名称
「平成１３年度 建設技術報告会」

３）開催日時
平成１３年１０月１１日（木） １０：００～１７：００

開会挨拶 １０：００～１０：１０
記念講演 １０：１０～１１：１０
技術報告 １１：２０～１６：５０
閉会挨拶 １６：５０～１７：００

４）会場
新潟ユニゾンプラザ 新潟市上所２－２－２
（第一会場：多目的ホール 定員410名、第二会場：大研修室 定員230名 計640名）

５）実施体制
この報告会は、北陸地方建設事業推進協議会の活動の一環として、関係諸団体で構成した

「平成１３年度北陸地方建設事業推進協議会『建設技術報告会』実行委員会（実行委員長：
北陸技術事務所長 」の主催で実施した。）

（構成団体）
・北陸地方整備局
・新潟県
・富山県
・石川県
・日本道路公団北陸支社
・ 社）新潟県建設業協会（
・ 社）富山県建設業協会（
・ 社）石川県建設業協会（
・ 社）日本土木工業協会北陸支部（
・ 社）日本道路建設業協会北陸支部（
・ 社）日本建設機械化協会北陸支部（
・北陸土木コンクリート製品技術協会
・ 社）プレストレスト・コンクリート建設業協会北陸支部（
・北陸ＰＣ防雪技術協会
・北陸建設リサイクル協会
・新潟県融雪技術協会
・ 財）新潟県建設技術センター（
・北陸地質調査業協会
・ 社）建設コンサルタンツ協会北陸支部（
・ 社）北陸建設弘済会（

６）報告技術のテーマ
「克雪対策技術」、「冬期道路交通の安全確保」等①雪に強い地域づくり・・・・
「コスト縮減技術」、「省力化技術」等②良いものを安く・・・・・・
「土石流などの防災技術」、「災害対策技術」、「危機管理技術」等③自然災害からの安全確保・・
「リサイクル技術」、「省エネルギー技術」、「環境整備技術」等④環境の保全と創造・・・・・
「情報化技術」等⑤ゆとりと福祉・・・・・・・



２．実施内容
報告技術のテーマ

１）報告技術の概要 ５題
９題
５題

１３題
１題

協会名 報文題名 テーマ 会社名 発表者名 会場

日本道路公団 北陸支社
高速道路における凍結抑制舗装の効果 ①

JH日本道路公団
金沢技術事務所

平  俊勝 第一

(社)新潟県建設業協会 定量散布装置を用いた飛砂防止工法施工報
告

④ (株)福田組 浅妻  貴夫 第二

小倉ダムにおける脱水ケーキのリサイクルシス
テム

④ (株)フジタ  北陸支店 福岡  仁 第二

環境にやさしいハーモニーグラウト工法につい
て

④ 大木建設(株) 三橋  光治 第二

擬岩パネル景観工法について ④ 大木建設(株) 浅井  涌太郎 第二

鳥屋野潟排水機場におけるＴＲＤ工施工実績 ② 鹿島建設  北陸支店 松川  晃之 第二

建設コストの低減と耐震性能の向上を目的とし
た新杭頭接合工法の研究開発

②
清水建設(株)
技術研究所

青木  孝 第二

石油汚染土壌浄化技術 ④ 大成建設(株) 氏家  正人 第二

自然環境を利用した法面保護工 ②
鉄建建設(株)
技術研究所

丸尾  茂樹 第二

デジタルカメラとパソコンによる3次元精密写真
測量システム

③
飛島建設(株)
技術研究所

阿保  寿郎 第二

河川湖沼の水質浄化システム｢リバ・フレッシュ｣ ④ (株)間組 野村  和弘 第二

管中混合固化処理による浚渫土の有効利用
方法

④ (株)本間組 岩田  秀樹 第二

凍結抑制機能を有した排水性舗装の施工事例 ①
大林道路(株)
北信越支店

佐藤  清二 第二

弾性タイプ低騒音舗装の開発 ④
大成ロテック(株)
技術研究所

藤田  広志 第一

高耐久性明色アスファルト混合物 ①
(株)渡辺組
技術研究所

渡辺  忠 第一

速度抑制舗装｢スピードセーブ工法｣ ④
日本鋪道(株)
北信越支店

渡辺  徹 第一

ウッドパーミアコン舗装の研究開発と施工例 ④
佐藤道路(株)
砺波営業所

西野  昭正 第一

砕石マスチック混合物による鋼床版舗装 ② 北川ヒューテック(株) 谷口  克也 第一

廃プラスチック類を再利用した景観及び雑草抑
制舗装

④ (株)加賀田組 有田  正己 第一

ＴＯＡのじょく層工法 ② 東亜道路工業(株) 鴨  智彦 第一

特殊箇所へ適用したＳＭＡの施工例 ① 福田道路(株) 宮下  知治 第一

アーバンライト ④ 世紀東急工業(株) 長田  正睦 第一

グレーダのエッジ取り替え作業の改善 ② (株)加賀田組 五十嵐  孝 第一

ウェザ・シェルター(Ｇタイプ)使用報告 ① (株)福田組 新潟支店 小林  正志 第二

低騒音(排水性)舗装機能回復車の新型洗浄シ
ステムとその効果

④ 酒井重工業(株) 岸  幸雄 第一

無人化施工技術 ③ コマツ 伊藤  喜一 第二

河川管理施設の遠隔集中管理システムについ
て

⑤ (株)荏原製作所 沼野  研一郎 第二

門柱レスゲート設備 ② 豊国工業(株) 下見  広司 第二

ＳＲ合成起伏堰 ② 飯田鉄工(株) 北浦  善樹 第二

合成床版(ＳＣデッキ)の開発 ② 川田工業(株) 山岸  武志 第一

北陸PＣ防雪技術協会
ＰＣ覆工の主梁落下防止装置の改良 ③ 北陸ＰＣ防雪技術協会 清水  順作 第一

北陸地質調査業協会
光ファイバー土石流検知システムの開発 ③ (株)興和 五十嵐  敏幸 第二

(社)日本土木工業協会

(社)日本道路建設業協会

(社)日本建設機械化協会

①雪に強い地域づくり
②良いものを安く
③自然災害からの安全確保
④環境の保全と創造
⑤ゆとりと福祉



２．実施内容

協会名 報文題名 テーマ 会社名 発表者名 会場

(社)建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会
橋梁健全度診断システム ③ (株)国土開発センター 大谷  直生 第一

８団体 ３３技術



第一会場 第二会場

国土交通省 北陸地方整備局 68 46 29 75

他地方整備局 7 4 4 8

その他省庁・公団 － 5 1 1

自治体関係 新潟県 39 17 17 34

新潟県　市町村 27 12 8 20

富山県 5 3 2 5

富山県　市町村 0 0 0 0

石川県 14 8 6 14

石川県　市町村 0 0 0 0

長野県 5 11 7 4

福島県 － 2 2 0

岐阜県 2 0 0 0

日本道路公団 日本道路公団  北陸支社 2 5 4 0

177 183 104 71

協会等：主催 (社)新潟県建設業協会 41 69 21 32

(社)富山県建設業協会 1 19 9 10

(社)石川県建設業協会 3 0 1 0

(社)日本土木工業協会 47 63 9 47

(社)日本道路建設業協会 92 109 74 5

(社)日本建設機械化協会 39 39 12 17

北陸土木コンクリート製品技術協会 18 9 5 4

(社)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会 17 19 12 1

北陸ＰＣ防雪技術協会 10 2 2 0

北陸建設リサイクル協会 1 0 0 0

新潟県融雪技術協会 11 11 6 3

(財)新潟県建設技術センター 8 7 5 2

北陸地質調査業協会 13 28 4 5

(社)建設コンサルタンツ協会 41 2 2 0

(社)北陸建設弘済会 14 7 4 2

356 384 166 128

協会等：その他 (社)日本埋立浚渫協会 10 21 2 13

(社)建設電機技術協会 1 0 0 0

(財)道路保全技術センター 2 5 4 0

(財)先端建設技術センター 1 0 0 0

(財)日本建設情報総合センター 1 0 1 0

(社)雪センター 1 1 1 0

(財)経済調査会 北陸支部 0 2 1 1

一般（加入協会不明を含む） 17 52 38 13

33 81 47 27

学校 － 3 0 3

報道 － 0 5 0

発表者 33 33 16 17

33 36 21 20

177 183 104 71

422 501 234 175

599 684 338 246

官 19 30

民 10 10

官 187 213

民 432 511

計 619 724

注）１．会場別入場者は実際の来場者受付時に｢事前の聴講希望｣により振り分けた人数である。

630

630

聴講者合計

211

419

584

36
46

10

合計

小計

小計

２）平成１３年度　建設技術報告会聴講者(実績)

スタッフ

（民　  間　合計）

（官 公 庁　合計）

2

2

2

6

H13想定
聴講者数

聴講希望
受付人数

2

5450

56

14

11

0

4

12

100 83

13

175

53

1

56

79

19

29

9

0

0

9

7

9

294

175

409

小計

2

51

41

33

3

5

機関名
平成13年度実績

計

小計 74

4

0

1

1

15



    ２．定員  第一会場410名  第二会場230人

    ３．630人＝受付人数584人＋スタッフ46人

    ４．参考    H12年度合計  550人



３）プログラム





３．準備及び運営

１）実行委員会名簿

役  員 所属 役職 氏名

委員長 北陸地方整備局 北陸技術事務所 事務所長 吉田  紘一

委  員 北陸地方整備局 企画部 技術管理課長補佐 春木  芳男

委員・
会計監査

新潟県 土木部 技術管理課 土木工事検査監
(前任)    生駒  繁男

田辺  彊

委  員 富山県 土木部 企画用地課 副主幹・技術管理係長 西村  志津夫

委  員 石川県 土木部 技術管理課 課参事兼課長補佐
(前任)    高橋  吉隆

        本田  和彦

委  員 日本道路公団北陸支社 建設部 工務課 課長代理 梁川  俊晃

委  員 (社)新潟県建設業協会
技術部長
契約制度室長

(前任)    小倉  捷平
         圓山  文史朗

委  員 (社)富山県建設業協会 常務理事 小島  孝光

委  員 (社)石川県建設業協会 常務理事 金谷  進

委  員 (社)日本土木工業協会北陸支部 技術委員長 野間  一三

委  員 (社)日本道路建設業協会北陸支部
幹事長兼企画委員長
幹事長

(前任)    竹内  保則
喜綿  洋二

委  員 (社)日本建設機械化協会北陸支部
事務局長
総務委員

(前任)       吉川  進
内山  和夫

委  員 北陸土木コンクリート製品技術協会 専務理事 柴田  勝太

委  員 (社)プレストレスト・コンクリート建設業協会北陸支部 事務局長 滝沢  俊次

委  員 北陸ＰＣ防雪技術協会 事務局長
(前任)    保坂  俊次

村田  佳久

委  員 北陸建設リサイクル協会 業務安全委員長 舟田  敏

委  員 新潟県融雪技術協会
理事
技術委員長

(前任)       桑原  剛
小松崎  通雄

委  員 (財)新潟県建設技術センター 参事 吉田  敦

委  員 北陸地質調査業協会
技術委員
事務局長

(前任)    針生  真也
島田  勝英

委  員 (社)建設コンサルタンツ協会北陸支部 広報委員長 五十嵐  英輝

委  員 (社)北陸建設弘済会 理事・事業調査室長 内山  宏文

注)１．実行委員会構成員はＨ１３．８．２７現在
    ２．(前任)はＨ１３．２．１９第１回実行委員会以降の異動者



２）主な経緯

会 議 名 日  程 場所

北陸地方建設事業
推進協議会運営委
員会

H12年10月17日(火) 万代荘

第一回実行委員会 H13年 2月19日(月)
新潟県ﾄﾗｯｸ
総合会館

第二回実行委員会 H13年 7月 5日(木) 白山会館

｢平成13年度建設技
術報告会｣開催

H13年10月11日(木)
新潟
ﾕﾆｿﾞﾝﾌﾟﾗｻﾞ

第三回実行委員会 H13年11月15日(木) 白山会館

３）当日の運営体制

スタッフの役割
国土

交通省
新潟県

新潟県
建協

土工協 道建協 機械協

受付 2 1 3 3 3

発表会司会 5

時間管理係 2

スライド
ＯＨＰ  係
パソコン

3

試写係 1

マイク受渡し係 4 (1)

会場照明係 2

開会式・記念講演
司会

(1)

講演者等案内
マスコミ対応

1

連絡調整係 2

会場準備 9

接遇係 1

写真係 2

駐車場係 2

32 4

注１）  (  )は他の役割と重複

業務内容

内    容

「平成13年度建設技術報告会｣をH13年10月11
日に実施決定。

実施計画(案)の承認
予算(案)の承認
報文募集開始

報告技術の選定について承認
報告会運営計画について承認
広報計画について承認

実施状況報告
会計決算報告
会計監査報告

スライド発表者の試写室及びフィル
ムセットの補助等

会場照度の調整及び質問者への
マイク受渡し。

司会進行を行う。

講演者等を控室へ案内する。
マスコミ対応は適宜対応する。

質疑応答時、質問者へマイクの受
渡しを行う。

聴講者及び発表者の受付を行う。

進行シナリオ等に基づき、発表の
進行を行う。

発表時間の管理を行う。

発表時の使用器材の管理及びトラ
ブル対応等

合計

10

46

受付・会場等の連絡調整

控室で講演者等の接遇

開催状況等の写真撮影。

計

駐車場の誘導。

会場設備の移動及び連絡



    2)  上記数値は途中交代した員数を含む。



４）運営スケジュール

               月
事   項

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

実行委員会 ○ ① ② ③

報文募集・申込み
(概要版)
≪各機関毎≫

発表課題選定
(発注者ﾆｰｽﾞｱﾝｹｰﾄ)

採否通知・原稿提出
(本原稿)

報文集編集印刷

ポスター印刷

聴講者募集
≪各機関毎≫

月刊建設等投稿 ○

記者クラブ・業界紙
投込み

○

報告会開催  ◎

決定事項等
         実行委員会

・実施計画(案)の承認
・予算(案)の承認
・募集要領(案)の承認

・ポスター(案)の承認
・発注者ﾆｰｽﾞｱﾝｹｰﾄ結果
・報文選定

・決算報告
・実施状況報告

(2/19)

(10/11)

(7/5)

(3/1) (4/27)

(5/18) (6/6)

(7/10) (8/6)

(8/16) (9/28)

(8/8) (8/20)

(8/6) (9/25)

報文集発送
(10/31)

(11/15)

(10/5)

(10/5)

(10/7)

推進協運営委員会



 10. スケジュール

【 建設技術報告会 】

               月
事   項

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

実行委員会 ① ② ③

報文募集・申込み
(概要版)
≪各機関毎≫

発表課題選定
(発注者ﾆｰｽﾞｱﾝｹｰﾄ)

採否通知・
本原稿作成依頼

報文集編集印刷

ポスター印刷

聴講者募集
≪各機関毎≫

月刊建設等投稿
記者ｸﾗﾌﾞ･業界紙･投込み

○

記念講演依頼

報告会開催  ◎

決定事項等
         実行委員会

【 けんせつフェアin北陸2001】

               月
事   項

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

北陸地方建設事業
推進協議会運営委員会

○

実行委員会
①

② ② ③

幹  事  会
① ②

③ ③ ④

準  備  会

出展代表者会議等・
出展要領説明

○ ○

出展募集
  ・出展申込書受付

会場レイアウト等の
計画・調整

ポスター・チラシ印刷

月刊誌・
記者ｸﾗﾌﾞ等投稿

○ ○ ○ ○ ○

ガイドブック作成

会場設営

けんせつフェア開催 ◎ 12，13

決定事項等
         実行委員会

幹事会

準備会

出展者会議等 ・出展要領の説明

・出展要領・募集(案)

・実施計画(案)の承認
・予算(案)の承認
・募集要領(案)の承認

・ポスター(案)の承認
・発注者ﾆｰｽﾞｱﾝｹｰﾄ結果
・報文選定

・決算報告
・実施状況報告

・委員会規約
・基本計画

・出展概要承認
・配置計画の承認
・広報計画承認
・ｾﾚﾓﾆｰ承認
・開催時の実施体制等の承認

・出展概要(案)
・配置計画(案)
・広報計画(案)
・ｾﾚﾓﾆｰ(案)
・開催時の実施体制等
（案）

(10/17)

(各団体意向把握)

(事前調整)

・実施状況報告
・決算報告

○(12/8)

編集・印刷

・実施方針、最終体制

・実施状況報告
・決算報告

原稿依頼

・仮開催基本計画の策定

(4/10)

(2/19)

(10/11)

(7/5)

(1/23)

(2/19) (6/11)

(7/5)

月刊誌 月刊誌 記者ｸﾗﾌﾞ等

新聞広告

8/20 9/28

8/17



 10. スケジュール

技術開発相談室検討会議

(10/10)○報告会前日活用検討会

(10/11)○報告会当日活用検討会

(10/12)○フェア活用検討会議



○ホームページ

北陸技術事務所



４．広報

１）広報実施内容

手 法 依頼時期 広報実績 備考

１ ポスター ２,６００部 8/21(火)発送 関係機関 縦=593㎜
横=420㎜
(Ａ2版)

２ 月刊誌等 北陸の建設技術 ９月号掲載
北陸だより ９月号掲載
ほっと＊ほくりく 9､11月号掲載
ゆう 11月号掲載

３ 記者クラブ投げ込み 新潟・富山・石川・ 10/ 5(金)
福井・長野・福島・
山形・岐阜

４ 業界紙投げ込み 日刊建設通信新聞社 〃 10/12､16号掲載
日本工業経済新聞社 〃 10/12号掲載
日刊建設工業新聞社 〃
建設ジャーナル 〃
中部建設新聞社 〃
富山県市町村新聞 〃
実業建設新報社 〃
日刊建設産業新聞社 〃
北陸工業新聞社 〃

５ ホームページ 北陸技術事務所 9/25～10/11

２）機関誌・新聞記事等

○月刊誌

北陸地方建設事業推進協議会 (社)日本道路建設業協会

「北陸の建設技術 ９月号」 ｢北陸だより ９月号｣

北陸建設弘済会

「ほっと＊ほくりく ９月号」



(社)日本土木工業協会 (社)日本道路建設業協会

「ゆう 11月号」 ｢北陸だより 11月号｣



プログラム(Ａ３版両面)

ポスター(Ａ２版) 報文集(Ａ４版 １２６頁)



５．アンケート

１）アンケート内容

表 裏

２）アンケート回収率

(１)アンケート回答数

官公庁 民間 計

アンケート配布数 175 409 584

回答数 71 123 194

回答率(％) 40.6％ 30.1％ 33.2％



６．開催状況写真

開会挨拶 北陸地方整備局 企画部 技術調整管理官 記念講演 長岡造形大学大学院教授 上山 良子
(上山良子ランドスケープデザイン研究所長)

第一会場発表風景 第一会場聴講風景

第一会場質疑・応答 第二会場発表風景

第二会場聴講風景 第二会場質疑・応答



第二会場中継状況 閉会挨拶 北陸地方建設事業推進協議会
｢建設技術報告会｣実行委員長

受付状況 2F アンケート回収状況

駐車場状況 4F アンケート回収状況

パネル展示 Ｗ／Ｃミータ展示・実演
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